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海原会活動を身近な存在に 
学園120周年・海原会90周年記念行事計画中！

東日本大震災で被災された皆さまには心よりお見舞い申し上げます
一日も早い復旧・復興をお祈りいたします

今年も学園を卒業してから20年目、30年目、40年目、50年目、60年目に当たる会員の
方 を々お祝いし、総会に出席して頂いた対象者の方には母校にちなんだ記念品を贈呈いた
します。今年の対象者は以下の卒業年度の方々になります。

■ 祝卒業60年目 	… 昭和26年卒
■ 祝卒業50年目 	… 昭和36年卒
■ 祝卒業40年目	… 昭和46年卒

■ 祝卒業30年目	 … 昭和56年卒
■ 祝卒業20年目	 … 平成3年卒

この機会にぜひ皆さま、お誘い合わせて総会にご出席ください。

海城学園同窓会の海原会定例総会は、誰でも参加できる最大のイベントです。 
昨年はお陰さまで200人を超える方々が参加しました。海原会総会の趣旨は、会員が世代を超えて母校に集い、親睦

を深める事で海原会活動を身近な存在に、発展と連携強化につなげようというものです。今年は海城学園は120周年・
海原会90周年の節目の年です。海原会本部では昨年に続いて、「卒年対象者の表彰・贈呈」と秋の海城祭の「海
原会サロン」の他、記念行事として「ゴルフの集い」「見学会ツアー」など、立案計画中です。

この機会に母校の現況を知り、同窓の相互理解を深め憩いの場として気軽にどうぞ、母校に多くのご参加をお待ちし
ております。 （山本）

◆第１部「総会」 　１号館３階講堂  

挨拶／	海原会長、学園理事長、学校長 
議事／	平成22年度活動報告･収支決算報告
	 平成23年度活動計画･収支予算報告
　　　	その他 
　■卒年対象者の表彰贈呈式 
　■海城吹奏楽団演奏 

◆第２部「親睦会」　食堂棟カフェテリア  

参加費 /3,000 円   学生 /1,000 円 
本年卒新会員は無料です 

平成２３年度

同封の返信用ハガキに出 ･ 欠を書いて 
５月２５日まで必着願います。
欠席者は近況報告を付記願います。

海原会総会 ･ 親睦会のご案内
■ 平成２３年６月４日（土）午後２時受付 午後３時開会

６
月
４
日（
土
）は
海
原
会
総
会
の
日
で
す
。 

記念品を贈呈します
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海
原
会
は
昨
年
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
気
楽
に
母
校
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
く
き
っか
け
作
り
と
い
う
狙
い
と
、
Ｏ
Ｂ
の

交
流
促
進
を
図
る
目
的
で
、
学
園
の
秋
の
文
化
祭
「
海

城
祭
」の
場
を
借
り
て
、「
海
原
会
サ
ロン
」を
開
設
し
ま

し
た
。

「
サ
ロン
」
で
は
海
城
学
園
の
創
設
時
の
歴
史
を
ま
と

め
た
も
の
や
そ
の
当
時
の
貴
重
な
写
真
な
ど
の
他
、各
界

で
活
躍
す
る
今
昔
の
Ｏ
Ｂ
や
関
係
者
1
0
0
人
余
り
を

紹
介
す
る
リ
ス
ト
を
展
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
年
度

の
卒
業
ア
ルバム
な
ど
の
閲
覧
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、

海
原
会
の
名
前
の
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
帽
子
や
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
な
ど
の
販
売
も
し
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
も
あ
り
、
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
た
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、結
果
は
会
場

が
少
し
奥
ま
っ
た
場
所
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
日

間
で
9
0
0
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
目
立
っ
た
の
は
受
験
生
と
そ
の
両
親
と
み
ら
れ
る
親

子
づ
れ
。
熱
心
に
展
示
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
海
原
会
と
Ｏ
Ｂ
の
存
在
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で

き
た
の
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
て
今
年
は
さ
ら
に
充
実

し
た
内
容
の
サ
ロン
と
す
る
べ
く
山
本
満
男
（
昭
和
27
年

卒
）支
配
人
、
国
井
信
男
（
昭
和
62
年
卒
）副
支
配
人
の

下
で
検
討
が
始
ま
って
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
な
お

サ
ロ
ン
開
設
準
備
・
運
営
に
ご
協
力
し
て
頂
け
る
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
原
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
北
村
）

今
年
も
開
設
し
ま
す

9
月
17
、18
日「
海
城
祭
」で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

海原会サロン

平
成
22
年
度
の
「
海
原
会
賞
」は
「
全
国

物
理
コン
テ
ス
ト
・
物
理
チ
ャレン
ジ
」に
挑
み

全
国
大
会
に
進
出
し
た
園
田
祐
太
郎
君
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
物
理
チ
ャレン
ジ
」は
高
校
・
中
学

生
を
対
象
に
物
理
の
面
白
さ
と
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
全
国
規

模
の
コン
テ
ス
ト
で
、
国
際
物
理
オ
リ
ン
ピッ
ク

日
本
代
表
の
選
考
も
兼
ね
る
権
威
あ
る
大

会
で
す
。
約
１
０
０
０
名
の
挑
戦
者
の
中
か

ら
第
二
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
わ
れ
る
全
国
大
会
に

進
め
る
の
は
70
名
余
。
園
田
君
は
見
事
そ
の 

一 

人
に
入
り
ま
し
た
。
三
泊
四
日
の
合
宿
形

式
で
行
わ
れ
る
第
二
チ
ャレン
ジ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
五
時
間
で
理
論
と
実
験
の
コン
テ
ス
ト
に
挑

戦
し
た
り
、
第 

一 
線
の
科
学
者
ら
と
の
対
話

交
流
の
機
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
５
時
間
の

試
験
、
感
想
を
聴
く
と
、「
難
し
かっ
た
け
ど

時
間
が
足
り
な
かっ
た
。
で
も
楽
し
かっ
た
」。

園
田
君
は
物
理
学
の
道
に
進
み
た
い
と
、

学
校
に
内
緒
で
挑
戦
し
た
と
か
。
因
み
に
大

学
は
筑
波
大
学
に
決
ま
って
い
る
。

お
め
で
と
う
！　

（
山
本
）

海
原
会
賞
園
田
祐
太
郎
君
に

平成22年度
親 睦 会
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昭
和
27
卒 

海
原
二
七
会

◎
平
成
22
年
10
月
９
日　

 

◎
参
加
者
23
名

 

尺
八
で
校
歌
合
唱
！

２
年
ぶ
り
、
二
七
会
同
期
の
集
い
で
あ

る
。
も
う
お
互
い
に
、
い
い
お
年
頃
に
な
っ

た
。
仲
間
の 

一 

人
が
み
ん
な
の
顔
を
見
て 

「
み
ん
な
元
気
だ
な
あ
」 

す
る
と
も
う 

一 

人

が 「
当
た
り
前
だ
！
他
の
奴
が
問
題
だ
」 

他

の
奴
と
は
欠
席
者
の
事
で
あ
る
。 

そ
う
な
ん
だ
。
な
に
か
ふ
る
い
に
掛
け
ら

れ
て
、
元
気
な
奴
だ
け
が
残
っ
た
み
た
い
だ
。

こ
の
年
に
な
る
と 

一 

日 

一 

日
が
大
切
。
下

手
す
る
と
午
前
中
元
気
で
も
、
午
後
は
調

 

昭
和
20
年
卒　
海
原
卯
辰
会

◎
平
成
22
年
11
月
21
日　
◎
参
加
者
15
名

 

存
分
に
生
活
を
楽
し
む

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
83
歳
の
元
気
な

顔
15
名
が
集
合
し
た
。
鬼
籍
に
入
っ
た
者

も
数
多
く
、
持
病
に
悩
む
者
も
少
な
く
な

い
が
、
こ
の
春
ま
で
12
年
間
、
海
原
会
会

長
を
務
め
た
植
木
を
講
師
に
毎
月
２
回
の

「
万
葉
学
校
」
で
万
葉
集
研
究
を
続
け
た

り
、
ま
た
パソ
コン
を
駆
使
（
？
）
す
る
13

名
ほ
ど
の
「
メ
ル
友
」
の
集
ま
り
も
年
数
回

の
研
究
集
会
を
持
っ
た
り
、
昭
和
シ
ン
グ
ル

年
代
は
存
分
に
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

昭
和
２
年
（
卯
年
）、
３
年
（
辰
年
）

生
ま
れ
の
我
の々
中
学
入
学
は
昭
和
15
年
。

翌
16
年
、
真
珠
湾
で
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
中

学
生
生
活
の
大
半
は
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
。

農
家
の
応
援
、
荒
れ
地
の
開
墾
か
ら
軍
需

工
場
への
動
員
な
ど
３
学
年
以
降
は
戦
争 

一

色
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
19
年
４
月
か
ら

は
授
業
は
な
く
、
軍
需
工
場
の
東
京
光
学
、

理
研
計
器
、
高
安
へ
学
徒
動
員
と
い
う
こ

と
で
軍
需
品
の
生
産
に
励
ん
だ
。
そ
の
間

３
学
年
か
ら
予
科
練
へ
入
隊
、
沖
縄
戦
に

特
攻
突
入
し
た
尊
い
仲
間
も
い
る
。
５
年

卒
業
の
昭
和
20
年
３
月
は
ま
だ
戦
争
最
中
、

進
学
の
決
ま
っ
た
者
の
大
半
は
引
き
続
き
６

月
末
ま
で
動
員
が
継
続
し
て
、
卒
業
式
な

ど
催
さ
れ
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
卒
業

証
書
は
動
員
中
の
工
場
勤
務
の
合
間
に
個
々

に
渡
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
で
あ
っ
た
。

―
平
成
10
年
10
月
24
日
、
学
園
当
局
の

ご
厚
意
で
53
年
ぶ
り
の
卒
業
式
を
学
園
講

堂
で
催
行
さ
れ
、
改
め
て
卒
業
証
書
を
頂

戴
し
た
。
こ
う
し
た
仲
間
は
ま
た
戦
後
の

荒
廃
か
ら
日
本
の
経
済
成
長
の
先
端
を
担
っ

て
き
た
戦
士
で
も
あ
る
。
世
の
落
ち
着
き

始
め
た
昭
和
50
年
か
ら
「
海
原
卯
辰
会
」

は
ほ
ぼ
毎
年
会
合
を
持
って
い
る
。

（
江
口
和
夫　
記
）

ち
予
定
の
２
時
間
も
過
ぎ
る
。
最
後
は
海

原
会
の
発
展
と
海
城
学
園
の
さ
ら
な
る
繁

栄
を
祈
念
し
て
飯
田
稔
君
の
ハ
ー
モニ
カ
伴

奏
に
よ
り
校
歌
を
斉
唱
し
、
来
年
の
再
会

を
約
し
て
散
会
し
た
。

（
生
田
實　
記
）

☆　

毎
年
参
加
し
て
い
る
麻
生
二
郎
君
の
父

君
が
海
城
の
先
輩
で
、
父
親
が
海
城
３
年

生
当
時
の
明
治
42
年
の
写
真
を
持
って
き
て

く
れ
ま
し
た
。
校
章
は
錨
に
Ｎ
Ｓ
だ
が
制
服

は
私
た
ち
の
知
って
い
る
蛇
腹
で
カ
ギ
ホッ
ク

の
士
官
用
で
な
く
、
短
い
上
着
に
七
つ
ボ
タ

ン
の
下
士
官
用
で
し
た
。
こ
の
写
真
を
眺
め

て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
写
真
と
同
じ
年
頃
の
昭

和
19
年
頃
に
海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生

に
全
国
の
中
学
生
が
続
々
と
志
願
入
隊
し
て

いっ
た
の
を
思
い
、
当
時
大
流
行
し
た
予
科

練
の
歌
を
重
ね
合
わ
せ
る
同
期
会
で
し
た
。

「
貴
様
と
俺
と
は
同
期
の
桜
、
同
じ
海
城

の
庭
に
咲
く
・
・
・
」
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ

で
歌
う
元
気
な
80
代
の
海
城
健
児
で
し
た
。

（
加
藤
勇　
記
）

 

昭
和
16
年
海
城
中
学
入
学 

同
期
会

◎
平
成
22
年
10
月
23
日　
◎
参
加
者
20
名

 

元
気
な
80
代
の
海
城
健
児

世
話
人
の
石
原
清
君
の
並
々
な
ら
ぬ
ご

苦
労
に
よ
り
、
今
年
の
同
期
会
は
、
お
茶

の
水
の
ホ
テ
ル
・
ジ
ュ
ラ
ク
で
20
名
も
の
出

席
を
集
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
遠
く
広
島

か
ら
参
加
し
た
友
も
い
た
。
松
室
重
親
君

の
音
頭
に
よ
り
健
康
を
祝
し
て
乾
杯
。
加

藤
勇
君
の
進
行
で
各
自
近
況
報
告
。
そ
の

後
は
懐
か
し
い
昔
話
に
花
が
咲
き
、
恩
師

諸
先
生
の
思
い
出
、勤
労
動
員
の
苦
労
話
等
、

傘
寿
を
過
ぎ
た
と
思
え
ぬ
皆
の
記
憶
力
に

驚
く
ば
か
り
。
話
題
は
尽
き
ず
、
た
ち
ま

平成23年5月1日　海 原  第33号 ● 同期会・クラス会だより ●

同期会
クラス会
だより
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子
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

ん
な
事
を
考
え
る
と
、こ
の
人
数
で「
良
し
」

と
す
る
か
。

し
か
し
、
面
白
い
事
に
久
し
ぶ
り
の
１
人

が
来
る
と
、
い
つ
も
の
１
人
が
欠
席
。
出

た
り
入
っ
た
り
、
う
ま
く
い
か
な
い
も
ん
だ
。

威
勢
の
い
い
人
間
も
相
手
が
居
な
い
と
淋
し

そ
う
。
次
回
は
１
人
で
も
多
く
参
加
し
て

頂
き
た
い
。
同
窓
会
は
皆
が
主
役
で
、
居

る
と
居
な
い
と
で
は
大
違
い
だ
。

宴
は
た
け
な
わ
に
な
っ
た
。
我
ら
ジ
ジ
イ

軍
団
の
中
か
ら
、
塚
田 

一 

雄
君
が
尺
八
を

持
って
校
歌
を
鳴
ら
し
始
め
た
。 

老
舗
の
そ
ば
屋
の
親
父
、
せ
が
れ
に
任

し
て
彼
は
尺
八
に
専
念
し
て
い
る
と
か
。
海

城
の
校
歌
は
、
同
窓
の
も
の
に
と
って
は
心

の
歌
で
、
在
り
し
日
の
事
が
思
い
出
さ
れ
る
、

そ
ん
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

（
山
本 

満
男　
記
）

 

昭
和
31
年
卒　
海
城
三 

一 

会

◎
平
成
22
年
10
月
30
日　
◎
参
加
者
34
名

 

川
野
幸
雄
君
に
負
け
る
な
！

３
年
に一度
は
・
・
と
、
三 

一 

会
の
名
前

に
因
ん
で
前
回
の
古
希
祝
い
か
ら
３
年
ぶ

り
に
母
校
の
カ
フェ
テ
リ
ア
を
お
借
り
し
て

開
催
し
た
。
台
風
14
号
が
来
襲
、
東
京
へ

最
接
近
す
る
時
刻
と
重
な
っ
た
が
34
名
が

 

昭
和
33
年
卒　
海
原
三
三
会

◎
平
成
22
年
10
月
23
日　
◎
参
加
者
27
名

 

70
歳
を
越
え
て
最
初
の
集
い

秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な 

一 
日
、
今
年
は

久
に々
母
校
で
の
開
催
、
日
程
も 
一 
ヶ
月
早

く
し
ま
し
た
。
卒
業
以
来
初
め
て
訪
れ
た

人
も
二
、三
名
い
て
、
立
派
に
美
し
く
変
貌

し
た
母
校
に
し
ば
し
感
動
し
た
様
子
で
し

た
。
司
会
進
行
は
昨
年
同
様
、
鈴
木
紀
孝

君
と
池
内
宏
君
。
先
ず
入
院
中
と
通
知
の

 

昭
和
34
年
卒　
海
原
三
四
会

◎
平
成
22
年
11
月
21
日　
◎
参
加
者
53
名

 

古
希
を
迎
え
た
記
念
の
会

古
希
の
歳
を
迎
え
た
記
念
の
会
を
、
ホ

テ
ル
・
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
で
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
卒
業
当
時
に
Ｄ
組
の
担
任
だ
っ

た
関
下
俊
英
先
生
の
ご
来
臨
も
頂
い
た
。

今
回
初
め
て
出
席
し
た
旧
友
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
帰
国
し
出
席
し
た
旧
友
も
あ
っ
た
。
ま

た
高
校
２
年
か
ら
他
校
に
転
校
し
た
旧
友

１
名
が
急
遽
特
別
に
出
席
す
る
場
面
も
あ

り
、
本
当
に
楽
し
い
会
に
盛
り
上
が
って
い

た
。
我
々
の
期
は
入
学
時
か
ら
３
年
進
級

時
ま
で
４
回
ク
ラ
ス
編
成
が
お
こ
な
わ
れ
、

さ
ら
に
習
熟
度
別
授
業
や
選
択
科
目
別
授

業
等
で
生
徒
は
シ
ャッ
フル
さ
れ
て
い
た
た
め
、

学
年
が 

一 

体
化
さ
れ
全
員
同 

一 

ク
ラ
スの
感

が
あ
る
。
皆
ど
こ
か
で
机
を
並
べて
い
た
思

い
が
あ
る
。
そ
う
いっ
た
環
境
か
ら
か
、
あ

ち
こ
ち
で
在
学
当
時
の
思
い
出
話
が
交
わ

さ
れ
、
旧
交
を
温
め
る
輪
が
広
が
って
い
た
。

我
が
同
期
に
は
海
原
会
長
で
あ
り
ベ
テ
ラ
ン

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
徳
光
和
夫
君
が
い
る
。

今
回
も
彼
の
お
喋
り
で 

一 

層
盛
り
上
がっ
た
。

彼
自
身
の
周
辺
話
に
始
ま
り
、
旧
友
への

居
心
地
良
く
楽
し
い
イ
ン
タ
ビュー
。
瞬
時

に
話
の
流
れ
を
組
み
立
て
、
人
の
興
味
を

引
き
、
飽
き
さ
せ
な
い
語
り
口
。
ま
っ
た
く

恐
れ
入
る
限
り
で
あ
る
。
参
会
者
全
員
の

あ
っ
た
阿
部
実
君
の
訃
報
の
知
ら
せ
あ
り
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
物
故
者
に

黙
祷
。
豊
島 

一 

虎
君
の
開
会
挨
拶
、
乾
杯

で
始
ま
っ
た
。
近
況
報
告
。
10
月
に
開
催

を
と
申
し
出
の
あ
っ
た
豊
島
君
か
ら
は
、
皆

に
会
え
て
と
て
も
嬉
し
い
と
感
謝
さ
れ
た
。

山
本
琢
君
は
朝
8
時
発
で
石
川
県
松
任
か

ら
、
古
賀
喜
博
君
は
海
外
出
張
の
帰
り
で

成
田
よ
り
会
場
に
直
行
。
6
年
先
、
開
校

１
２
５
周
年
記
念
を
行
う
予
定
で
、
乞
う

ご
期
待
と
の
こ
と
。

中
締
め
は
黒
川
叔
彦
君
、一 

病
息
災
、

あ
る
い
は
二
、三
病
息
災
と
皆
お
持
ち
で

参
加
し
た
。
そ
の
中
に
は
人
工
透
析
17
年
、

車
椅
子
で
生
き
抜
い
て
き
た
川
野
幸
雄
君

が
是
非
今
回
は
出
席
し
た
い
と
奥
様
同
伴

で
来
て
く
れ
た
。
そ
し
て
立
派
に
な
っ
た

学
校
と
旧
友
に
会
え
た
感
激
を
込
め
て
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
て
、
参
加
者
全
員
に
生

き
る
不
屈
の
精
神
を
見
せ
感
動
を
与
え
た
。

会
は
大
澤
英
夫
世
話
人
の
進
行
で
、
今
は

亡
き
こ
の
会
を
率
い
て
来
た
方
へ々の
黙
祷
、

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
関
下
俊
英
、
大

貫
金
吾
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

選
抜
高
校
野
球
で
都
大
会
２
位
の
当
時
の

野
球
部
員
の
参
加
も
あ
り
、
清
水
順
也
君

か
ら
の
新
潟
の
銘
酒
５
本
も
入
って
、
当
時

の
話
で
盛
り
上
がっ
た
。
各
組
代
表
（
村
上
、

青
葉
、
功
刀
、
中
山
）
か
ら
、
当
時
の
担

任
の
中
島
吉
行
先
生
が
87
歳
の
ご
高
齢
な

が
ら
お
元
気
で
あ
る
こ
と
や
、
旧
友
の
近

況
、
消
息
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
特
に
歌

謡
曲
指
導
者
の
功
刀
君
は
サ
ミュエル
ウ
ルマ

ン
の「
青
春
」の
詩
に
あ
る「
人
は
歳
を
とっ

た
か
ら
老
い
る
の
で
は
な
い
・
・
」
と
皆
を

鼓
舞
し
て
く
れ
た
。
ま
た
懇
談
の
中
で
川

野
君
の
奥
様
が
関
下
先
生
と
あ
る
方
を
通

じ
て
懇
意
な
間
柄
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

と
い
う
ハ
プニン
グ
も
あ
っ
た
。
締
め
は
落
語

の
達
人
、
中
村
宏
夫
君
の 

一 

つ
話
で
笑
って

閉
め
ら
れ
た
。

◎
尚
、
大
貫
金
吾
先
生
先
導
に
よ
る
富

士
登
山
を
８
月
30
日
、
31
日
に
計
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
欄
を
お
読
み
に
な
ら

れ
て
、
参
加
し
た
い
方
は
至
急
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
連
絡
先
０
３
|
３
３
９
９
|
６
９
８
１　

村
上
勲　
記
）

● 同期会・クラス会だより ●

し
ょ
う
が
、
元
気
で
来
年
も
総
会
、
三
三

会
に
、
そ
し
て
６
年
先
の
記
念
事
業
に
多
く

の
人
が
出
席
さ
れ
る
こ
と
を
誓
い
、
校
歌

を
斉
唱
し
て
散
会
し
た
。(

前
田
昌
則　
記)
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記
念
写
真
を
撮
り
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
皆

が
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
会

を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。（

市
川
武
昭　
記
）

 

昭
和
61
年
卒「
関
先
生
を
囲
む
」会

◎
平
成
22
年
５
月
20
日　
◎
参
加
者
６
名

 

あ
や
し
い
オ
ジ
サ
ン
達
の
集
ま
り

我
々
が
海
城
中
学
時
代
に
担
任
を
受

け
持
って
頂
い
た
関
先
生
が
退
職
な
さ
り
、

長
年
の
ご
苦
労
を
労
う
た
め
に
特
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
た
連
中
が
池
袋
ダ
イ
ニン
グ

バ
ー
橙
家
に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
７
時
の
予
約
で
店
へ
行
って
み
る
と
、

関
先
生
が
ポ
ツ
ン
と 

一 

人
。
こ
れ
は
ま
ず
い

と
皆
に
連
絡
す
る
と
場
所
を
間
違
え
て
青

山
に
い
る
者
や
会
社
に
い
る
者
。
あ
わ
や

何
十
年
振
り
の 〝
ケ
ツ
ピ
ン
〟（
関
先
生
が

得
意
と
し
て
い
た
鉛
入
り
の
棒
で
ケ
ツ
を
叩

く
）
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
、
全
員
揃
っ

た
の
が
１
時
間
半
後
。
店
員
の
白
い
眼
を
よ

そ
に
宴
は
盛
り
上
が
っ
た
そ
の
時
、
店 

員

の
若
い
子
か
ら
「
何
の
集
ま
り
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
、「
海
城
って
学
校
の
Ｏ
Ｂ
会
だ

よ
」
と
答
え
る
と
、「
え
っ
海
城
って
入
る

 

昭
和
53
年
卒 

6
年
4
組
ク
ラ
ス
会

◎
平
成
22
年
7
月
17
日　
◎
参
加
者
19
名

 

ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん 

連
絡
く
だ
さ
い

 

昭
和
52
年
卒 

６
年
10
組
ク
ラ
ス
会

◎
平
成
22
年
５
月
30
日　
◎
参
加
者
15
名

 

4
年
ぶ
り
の
集
ま
り

銀
座
の
フ
レ
ン
チ
＆
鉄
板
焼
き
の
店
「
美

し
ょ
う
」
で
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
で
４
回
目
、
前
回
か

ら
は
４
年
ぶ
り
の
集
ま
り
で
す
。
担
任
の

黒
木
先
生
の
ご
来
臨
が
叶
わ
な
かっ
た
の
は

残
念
で
し
た
が
、
恒
例
の
近
況
報
告
で
は
、

仕
事
、
結
婚
、
孫
の
話
も
出
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
齢
50
を
過
ぎ
奮
闘
・
活
躍
中
で
す
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
、
次
回
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
写
真
左
手
前
か
ら
郡
司
、
森
本
、
松
野
、

角
、
佐
々
木
、
鈴
木
、
森
、
石
原
、
岡
田
、

土
井
、唐
澤
、上
田
、八
代
、神
濱
、山
壁
）

（
鈴
木
義
隆　
記
）

平成23年5月1日　海 原  第33号 ● 同期会・クラス会だより ●

 

昭
和
36
年
卒 

溝
口
舜
亮
を
囲
む
会

◎
平
成
23
年
２
月
7
日　
◎
参
加
者
12
名

 

会
費
無
料 

飲
み
物
お
つ
ま
み
持
参
の
会

四
谷
の
長
崎
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ
会

議
室
に
於
い
て
午
後
６
時
か
ら
海
城
36
会
の

有
志
12
名
が
集
ま
り
、
同
期
の
俳
優
・
演

出
家
で
あ
る
「
溝
口
舜
亮
を
囲
む
会
」
を

開
き
ま
し
た
。
参
加
条
件
は
会
費
無
料
・

各
自
飲
み
物
お
つ
ま
み
持
参
で
、
主
催
の

赤
石
が
長
崎
の
美
味
し
い
天
ぷ
ら
を
用
意

し
、日
本
酒
あ
り
、そ
の
他
ビ
ー
ル・ワ
イ
ン・

焼
酎
・
お
茶
・
乾
き
も
の
な
ど
持
ち
寄
り
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
城
36
会
は
今

年
で
卒
業
50
周
年
に
あ
た
り
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
会
は
午
後
８
時

過
ぎ
に
解
散
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に

全
員
で
溝
口
舜
亮
を
囲
ん
で
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
写
真
は
後
列
左
よ
り
、
木

村
弘
昭
、
伊
藤
邦
正
、
岡
本
隆
、
林
昭
策
、

田
中
栄
二
、
赤
石
浩
、
前
列
左
よ
り
、
鯉

沼
博
嗣
、
斉
藤
忠
信
、
溝
口
舜
亮
、
杉
山

紘
千
佳
、朝
倉
政
行
、水
野
勇
（
敬
称
略
）

の
面
で々
す
。（

杉
山
紘
千
佳　

記
・
写
真
）

無
気
力
、無
責
任
、無
関
心
、無
感
動・・・

三
無
主
義
と
も
五
無
主
義
と
も
呼
ば
れ
た

私
た
ち
世
代
、
2
0
0
0
年
12
月
に
最
初

の
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
て
か
ら
二
年
に 

一 

度

幹
事
持
ち
回
り
で
会
合
を
開
い
て
い
ま
す
。

「
海
城
時
代
は
思
い
出
が
少
な
い
」
と
言
い

つ
つ
集
ま
って
み
れ
ば
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、

幸
せ
だ
っ
た
あ
の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

一 

時
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。
上
司

で
も
部
下
で
も
お
客
様
で
も
な
く
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
は
気
兼
ね
な
く
話
し
、
共
に
歌
い
、

懐
か
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
元
気
を
も
ら
い
、「
ま
た
頑
張
ろ
う
！
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
記
事
を
読
ん
だ
同
窓
の
皆
さ
ん
、

梶
尾
君
、
石
坂
君
、
上
原
君
・
・
・
是
非

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
梶
原
裕　
記
）

0
9
0
|
4
4
3
4
|
1
4
6
8

yutakaji-gandhi1960@
ezweb.ne.jp
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湘
南
海
原
会

◎
平
成
22
年
11
月
26
日　
◎
参
加
者
10
名

 

会
の
シ
ン
ボ
ル
幕
を
作
成

第
29
回
湘
南
海
原
会
は
平
成
22
年
11
月

26
日
に
河
合
卓
爾
会
長
（
昭
和
18
年
卒
）

以
下
９
名
が
参
加
し
て
茅
ヶ
崎
駅
前
の
相

撲
茶
屋
中
味
川
で
開
催
さ
れ
た
。
新
会
員

と
し
て
県
内
中
郡
二
宮
町
在
住
の
佐
藤
誠

二
氏
（
昭
和
27
年
卒
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。

新
会
員
は
久
し
ぶ
り
で
す
。
ま
た
会
員
の

願
い
で
も
あ
り
ま
し
た
我
が
会
の
幕
を
作

成
、
席
上
で
披
露
し
ま
し
た
。
ネ
イ
ビ
ー

ブ
ル
ー
の
地
に
湘
南
海
原
会
の
文
字
に
全
員

 

海
城
新
聞
Ｏ
Ｂ
会

◎
平
成
23
年
２
月
25
日　
◎
参
加
者
12
名

 

１
０
０
号
記
念
号
で
盛
り
上
が
る

約
４
年
ぶ
り
の
海
城
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
を

新
宿
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュリ
ー
サ
ザ
ン
タ
ワ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
昭
和
25
年

卒
の
梅
澤
さ
ん
か
ら
昭
和
43
年
卒
ま
で
と
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
「
海
原
」
編
集
委
員
の
昭

和
27
年
卒
山
本
さ
ん
を
含
め
12
名
。
幹
事

の
石
原
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
、
昭
和

40
年
３
月
発
行
の
海
城
新
聞
１
０
０
号
記

念
号
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
残

念
な
が
ら
私
自
身
は
昭
和
40
年
４
月
の
入

学
な
の
で
１
０
１
号
か
ら
の
関
係
に
な
る
の

だ
が
、
当
時
は
新
聞
ク
ラ
ブ
の
中
に
社
会

部
や
写
真
部
が
あ
っ
た
話
な
ど
新
聞
社
並

み
の
組
織
と
活
動
に
圧
倒
さ
れ
た
。
持
ち

寄
っ
た
黄
色
く
変
色
し
た
新
聞
を
見
な
が

ら
初
期
の
こ
ろ
と
の
題
字
の
違
い
、
野
村
吉

三
郎
さ
ん
と
の
対
談
話
、
運
動
会
開
催
に

合
わ
せ
朝
日
新
聞
社
に
お
願
い
し
て
社
有

機
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
への
花
束
投
下
と
そ
の

行
動
力
に
び
っ
く
り
。
ま
た
、全
国
コン
ク
ー

ル
に
お
い
て
編
集
内
容
が
ハ
イ
レ
ベル
と
い
う

こ
と
で
朝
日
賞
・
毎
日
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
、

長
年
続
い
た
女
子
校
訪
問
シ
リ
ー
ズ
、
新

宿
界
隈
の
映
画
館
への
広
告
取
り
で
顔
な
じ

み
に
な
り
、
担
当
者
は
顔
パス
で
入
館
Ｏ
K

な
ど
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
す
ぎ
て
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
の
Ｏ
Ｂ
会
で
し
た
。
30

余
人
に
亘
る
「
会
員
の
近
況
」
が
冊
子
と

し
て
配
ら
れ
た
の
を
見
て
、
次
回
は
も
っ
と

多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
会
に
誘
お
う
と
約
束
し

散
会
し
ま
し
た
。

（
昭
和
43
年
卒　
有
野
廣　
記
）

● 同期会・クラス会だより ●

 

平
成
8
年
卒　
３
組
ク
ラ
ス
会

◎
平
成
23
年
３
月
13
日　
◎
参
加
者
５
名

 

地
震
に
も
ひ
る
む
こ
と
な
く

今
年
も
新
大
久
保
の｢

さ
く
ら
水
産｣

で
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
前
に
起
き
た ｢

東

日
本
大
震
災｣

の
影
響
で
直
前
に
岩
上
・

岩
村
・
冨
川
・
大
関
の
各
氏
が
出
席
出
来

な
く
な
り
延
期
も
考
慮
し
ま
し
た
が
、
わ

ざ
わ
ざ
関
西
か
ら
や
って
き
た
本
家
君
も

お
り
予
定
通
り
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
小
林
先
生
に
本
家
、
島
、
松
風
、
西
松

の
５
名
で
、
小
林
先
生
は
仙
台
か
ら
の
帰

路
、
東
北
新
幹
線
に
乗
車
さ
れ
た
直
後
に

地
震
に
遭
遇
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ルの
中
の
新
幹

 

昭
和
62
年
卒 

小
林
組
ク
ラ
ス
会

◎
平
成
23
年
２
月
26
日　
◎
参
加
者
9
名

 

二
次
会
ま
で
全
員
参
加

恒
例
と
な
って
い
る
小
林
組
の
ク
ラ
ス
会
。

今
年
も
小
林
先
生
を
輪
の
中
心
に
し
て
酒

を
酌
み
交
わ
し
た
。
新
大
久
保
駅
は
大
混

雑
で
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
の
も 

一 

苦
労
。一

次
会
の
場
所
に
選
ん
だ
「
梁
の
家
」
も
大

に
ぎ
わ
い
で
、
昨
今
の
韓
流
ブ
ー
ム
の
迫
力

を
感
じ
た
。
毎
年
集
ま
って
い
る
我
で々
あ

る
が
、
話
題
は
尽
き
な
い
。
最
近
の
仕
事

の
こ
と
、
新
し
く
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
こ

と
、
そ
し
て
、
先
日
亡
く
な
っ
た
池
田
先
生

の
こ
と
…
。
40
代
に
入
り
、
参
加
者
が
微

増
。
相
変
わ
ら
ず
多
忙
で
電
話
参
加・メ
ー

ル
参
加
の
も
の
も
い
る
が
、
何
年
ぶ
り
に
集

ま
って
も
「
よ
う
！
」
の 

一 

言
で
う
ち
解
け

ら
れ
る
の
が
ク
ラ
ス
会
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ

の
大
変
な
ん
で
す
よ
ね
〜
」
と
ジ
ロ
リ
。
確

か
に 

40
過
ぎ
の
オ
ヤ
ジ
で
平
日
の
夜
な
の

に
ス
ー
ツ
で
な
く
、
５
人
中
４
人
が
T
シ
ャ

ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
、
し
か
も
真
っ
黄
色
や
ピ
ン

ク
、
茶
髪
に
ロン
毛
、
ガ
ン
黒
…
ま
あ
誰
が

見
て
も
怪
し
い
。
生
活
指
導
の
長
島
先
生
・

斉
田
先
生
な
ら
速
攻
シ
メ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。「
先
生
ま
だ
ス
ク
ー
タ
ー
乗
って
る
ん
で

す
か
？
」
な
ど
と
バ
カ
質
問
も
飛
び
出
し 

一 

次
会
終
了
。

関
先
生
と
土
井
以
外
高
橋
・
相
沢
・

新
保
で
北
田
君
が
経
営
す
る
六
本
木

のZERO　

BAR

（
０
３
│

５
７
７
５
│

０
０
１
０
）へ
。
次
は
盛
大
に
と
約
束
し
散
会
。

皆
様
の
連
絡
待
って
ま
す
。

（
新
保
城 

一　
記
）

る
。
二
次
会
の
「
か
ん
ち
ゃ
ん
」
ま
で 

一 

人

も
欠
け
る
こ
と
な
く
語
り
合
い
、
来
年
も

再
会
す
る
こ
と
を
誓
って
散
会
し
た
。

（
景
山
昇 

一　
記
）

線
で 

一 

晩
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
無
事
、
ク
ラ
ス
会
に
駆
け
つ
け
て
き

て
頂
き
ま
し
た
。
会
は
、
先
生
を
中
心
に
、

地
震
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
来
年
の
ク
ラ
ス
会
の
規
模
拡
大
を
誓
っ

て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
西
松
宏 

一 

郎　
記
）

で
感
動
し
ま
し
た
。
次
回
は
記
念
す
べ
き

第
30
回
を
平
成
23
年
５
月
27
日
（
金
）
と

し
再
会
を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。

（
昭
和
29
年
卒　
佐
藤
都
志
雄　
記
）
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◎
平
成
22
年
８
月
１
日　
◎
参
加
者
約
40
名

 

Ｏ
Ｂ
・
現
役
交
流
戦

平
成
22
年
８
月
１
日(

日)

に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
Ｏ
Ｂ
と
現
役
と
の
交
流
戦
が
企
画

さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
母
校
の
体
育
館
を
訪

れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
気
温
が
高
く

強
い
陽
射
し
で
し
た
が
、
体
育
館
の
中
は

適
度
な
温
度
・
湿
度
に
保
た
れ
、
自
分
が

現
役
の
頃
、
夏
、
窓
を
閉
め
切
っ
た
体
育

館
内
が
茹
だ
る
よ
う
な
蒸
し
暑
さ
だ
っ
た
の

と
は
無
縁
な
環
境
に
、
様
々
な
面
で
の
母
校

の
発
展
・
充
実
を
改
め
て
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
延
べ
人
数
で
約
40
名
。
20
歳

代
の
大
学
院
生
ま
で
の
方
が
中
心
で
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
の
試
合
時
間
の
中
で
、
忙
し

い
合
間
を
ぬ
って
時
間
を
区
切
って
来
て
く

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
現
役
は
高
校
生
が

中
心
で
し
た
が
、
中
学
生
の 

一 

部
も
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
年
齢
差
の

あ
る
Ｏ
Ｂ
と
同
じ
コ
ー
ト
に
入
って
シ
ャ
ト
ル

を
追
う
機
会
を
通
し
て
、
良
い
交
流
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。
今

 

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

◎
平
成
22
年
12
月
５
日　
◎
参
加
者
23
名

 

神
宮
球
場
で
練
習
試
合

神
宮
球
場
に
於
い
て
関
東
学
院
高
校
野

球
部
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
を
し
ま
し

た
。
関
東
学
院
の
教
員
に
海
城
Ｏ
Ｂ
が
い
る

と
い
う
ご
縁
か
ら
実
現
し
た
試
合
で
し
た
。

我
が
野
球
部
Ｏ
Ｂ
は
大
学
１
年
生
か
ら
50

後
同
様
な
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
る

べ
く
海
原
会
Ｈ
Ｐ
の
「
広
場
」
で
お
知
ら
せ

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
問
い
合

わ
せ
、
連
絡
用
に
メ
ル
ア
ド
を
設
け
ま
し
た
。

【kaijo_badboys@
yahoo.co.jp

】（kaijo 

とbadboys

の
間
に
ア
ン
ダ
ー
バ
ー
が
入
り

ま
す
。）
こ
ち
ら
に
卒
業
年
、
氏
名
と
と
も

に
メ
ー
ル
を
頂
い
た
方
に
は
、
現
役
の
活
動

や
Ｏ
Ｂ
の
交
流
な
ど
に
関
し
て
、
折
々
情
報

提
供
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
54
年
卒　
光
楽
英
生　
記
）

 

鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会　
新
年
会

◎
平
成
23
年
１
月
８
日　
◎
参
加
者
31
名

 
若
手
か
ら
大
先
輩
ま
で
幅
広
く

今
年
も
新
年
早
々
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

が
新
宿
の
割
烹
「
い
さ
み
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
と
な
って
い
る
こ
の
新

年
会
で
す
が
、
今
回
は
、
昨
年
３
月
に
卒

業
し
た
メ
ン
バ
ー(

平
成
22
卒)
か
ら
も
参

加
者
が
あ
る 

一 

方
、
若
手
と
大
先
輩
の
間

に
あ
た
る
世
代
の
昭
和
60
年
代
卒
の
方
も

 

海
城
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

◎
平
成
23
年
2
月
1
日　
◎
参
加
者
7
名

 

30
年
ぶ
り
に
創
設
期
の
メ
ン
バ
ー
と
再
会

海
原
会
報
第
32
号
で
懐
か
し
い
先
輩
と

後
輩
が
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、

す
ぐ
に
海
原
会
事
務
局
に
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
十
数
年
ぶ
り
に
海
城
学
園
祭
に
足

を
運
び
、
そ
こ
で
福
島
先
生
に
お
会
い
す

歳
代
ま
で
、
幅
広
い
方
が々
集
ま
り
ま
し
た
。

奥
さ
ん
子
供
づ
れ
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
。

試
合
の
方
は
、
６
回
ま
で
は
な
か
な
か
し

ま
っ
た
内
容
で
、
海
城
は
併
殺
を
４つ
も
取

る
な
ど
堅
守
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
７
回

に
守
備
の
乱
れ
か
ら
点
を
失
い
惜
敗
し
ま

し
た
。
平
均
年
齢
は
相
手
の
方
が
は
る
か

に
若
か
っ
た
の
で
す
が
、
戦
前
の
予
想
よ
り

頑
張
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
昭
和
48
年
卒　
中
村
久
憲　
記
）

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、
鉄
道
ネ
タ

の
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
参
加
出
来
な

か
っ
た
方
も
含
め
、
皆
さ
ん
来
年
も
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、

各
種
ご
案
内
を
お
送
り
す
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
、
Ｈ
Ｐ
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
な
い
Ｏ
Ｂ
の

方
々
は
、
是
非
下
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 《info

＠kaijotekkenob.com

》

 《htpp://kaijotekkenob.com
/

》

（
平
成
19
年
卒　
石
橋
甫  

記
）

 

文
化
実
行
委
員
会
・
生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会

◎
平
成
23
年
１
月
３
日　
◎
参
加
者
12
名

 

海
城
祭
で
ま
た
会
お
う

平
成
11
年
卒
の
齋
藤
く
ん
の
と
り
ま
と

め
で
20
代
か
ら
40
代
ま
で
が
集
結
。
Ｏ
Ｂ

会
で
は
海
城
祭
で
展
示
を
行
って
い
る
。
Ｏ

Ｂ
で
あ
り
な
が
ら
今
の
海
城
祭
に
も
関
わ
っ

て
い
る
た
め
、
話
題
は
思
い
出
話
が
半
分
、

今
年
の
海
城
祭
の
話
が
半
分
。
名
残
は
尽

き
ぬ
ま
ま
、
今
年
も
海
城
祭
で
ま
た
会
お

う
！
と
誓
い
散
会
。
最
近
ご
無
沙
汰
の
Ｏ
Ｂ

諸
君
。
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
是
非

第
1
2
0
回
海
城
祭
で
会
お
う
！
今
年
は

メ
モ
リ
ア
ル
だ
！

（
昭
和
62
年
卒　
国
井
信
男　
記
）

● 同期会・クラス会だより ●平成23年5月1日　海 原  第33号
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年
分
が
つ
な
が
り
、一 

安
心
で
す
。
今
回
の

参
加
者
は
福
島
先
生
、
佐
々
木
さ
ん
、
光

楽
さ
ん
（
昭
和
54
年
卒
）、佐
藤
さ
ん
（
昭

和
55
年
卒
）、
永
島
（
昭
和
56
年
卒
）、
的

場
さ
ん
、森
さ
ん
（
昭
和
57
年
卒
）
の
7
名
。

こ
れ
を
読
ん
だ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
の
方

は
、kaijo_badboys@

yahoo.co.jp

を
光

楽
先
輩
が
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
連
絡
を
取
って
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
昭
和
56
年
卒
の
江
見
、
小
川
、
連

絡
と
って
く
だ
さ
い
。
30
年
の
歴
史
が
あ
る

海
城
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
Ｏ
Ｂ
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
昭
和
56
年
卒　
永
島　
記
）

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
の
Ｏ

Ｂ
新
年
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
30
年

ぶ
り
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
創
設
期
の
皆
様
と

会
って
、
非
常
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。海
原
会
報
を
読
ん
だ
と
き
、

昭
和
54
、
55
、
57
の
卒
業
生
が
集
ま
って
い

る
の
に
、
自
分
の
年
度
（
昭
和
56
）
が
抜

け
て
い
る
！
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
４

東
大
野
球
部
主
将

岩
崎
脩
平
さ
ん

い
わ
さ
き
し
ゅ
う
へ
い（
平
成
20
年
卒
）

和
62
卒
）の
3
人
で
、
本
郷
の
東
京
大
学

農
学
部
キ
ャン
パス
に
あ
る
東
大
球
場
を

訪
ね
た
。

小
学
校
か
ら
野
球 

一 

筋

岩
崎
君
が
野
球
を
始
め
た
の
は
麹
町

小
学
校
時
代
か
ら
。
海
城
中
学
、
高
校

も
野
球
部
に
在
席
、
ま
さ
に
野
球 

一 

筋

に
打
ち
込
ん
で
き
た
。
海
城
で
は
田
中

(

政)

監
督
、高
橋
先
生
の
指
導
の
も
と
で
、

野
球
に
専
念
す
る
が
、「
野
球
の
乱
れ
は

生
活
の
乱
れ
に
端
を
発
す
る
」と
生
活
面

で
の
規
律
も
厳
し
く
教
え
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
し
て
高
３
の
夏
の
高
校
野
球
大

会
で
は
地
区
予
選
で
3
回
戦
ま
で
進
出

す
る
と
い
う
海
城
野
球
部
と
し
て
何
年

か
ぶ
り
か
の
実
績
を
残
し
、
海
城
時
代

6
年
間
の
部
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

「 

一 

生
懸
命
に
野
球
を
や
っ
た
し
、
打
ち

込
め
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
幸
せ
だ
と
思

って
い
る
」
と
当
時
の
野
球
漬
け
生
活
を

振
り
返
る
。

万
年
最
下
位
脱
出
を
目
指
す

大
会
後
、
切
り
替
え
て
受
験
準
備
に

入
り
、現
役
で
東
大
に
合
格
。
大
学
で
も

迷
わ
ず
野
球
部
。
現
在
は
１
番
で
ショー

ト
で
あ
る
。
彼
は
攻
守
が
備
わ
っ
た
選
手

で
昨
年
は
明
大
の
好
投
手
野
村
（
４
年)

か
ら
本
塁
打
を
打
っ
た
り
、
秋
に
は
早
大

の
斉
藤
（
佑)

投
手
を
打
込
み
勝
ち
星

を
あ
げ
た
。
今
年
か
ら
は
主
将
を
務
め

東
大
野
球
部
を
引
っ
張
って
い
る
。
目
標

を
聞
く
と
「
17
年
ぶ
り
の
最
下
位
脱
出

今
年
も
東
京
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
戦
が
開
幕
し
た
。
そ
ん
な
中
で
万
年

最
下
位
と
い
わ
れ
て
き
た
東
大
の
戦
い
ぶ

り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ひ
ょっ
と
す
る

と
ー
│
と
い
う
期
待
も
抱
か
せ
る
ほ
ど
に
、

今
回
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
上
位
進
出
に

強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
ん

な
東
大
野
球
部
を
主
将
と
し
て
い
ま
率

い
て
い
る
の
が
、
本
校
の
卒
業
生
（
平
成

20
年
卒
）
の
岩
崎
脩
平
君
だ
。
4
月
中

旬
の 

一 

日
、小
川
晴
望
（
昭
和
26
卒
）、石

原
長
夫
（
昭
和
33
卒
）、国
井
信
男
（
昭

と
打
率
３
割
」
と
力
強
い
。「
現
在
26
季

連
続
最
下
位
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
を

続
け
て
し
ま
って
い
る
わ
け
で
す
が
、
最

下
位
で
た
ま
に
1
勝
、
2
勝
で
き
れ
ば
い

い
と
い
う
結
果
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

決
し
て
あ
って
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
勝
つ
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
妥

協
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
の
リ
ー
グ
戦
で
は
東
大
と
他
の
5
大
学

と
の
間
で
大
き
な
差
を
あ
け
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
が
、
そ
の
差
を
縮
め
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
上
位
に
進
出
で
き
る
チ
ャン

ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

東
大
野
球
部
は
現
在
部
員
約
40
人
。

海
城
出
身
者
は
4
人
い
る
。
リ
ー
グ
戦

中
は
25
人
が
「 
一 
誠
寮
」に
入
り
、
主
将

と
し
て
全
体
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
も
あ

る
が
、レ
ギュラ
ー
に
な
れ
な
かっ
た
同
期

の
人
な
ど
を
コ
ー
チ
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
参
画
し
て
も
ら
って
い
る
と
い
う
。
岩

崎
主
将
の
下
リ
ー
グ
戦
で
ど
の
よ
う
な
戦

い
ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ
る
か
楽
し
み
だ
。

将
来
も
野
球
に
携
わ
り
た
い

岩
崎
君
は
現
在
、
文
学
部
国
文
科
で

日
本
文
学
を
専
攻
し
て
い
る
。
ま
だ
未

定
だ
が
、就
職
先
と
し
て 

一 

般
会
社
も
考

え
て
い
る
。
出
来
れ
ば
、
野
球
は
携
って

行
き
た
い
と
思
って
い
る
。
海
城
野
球
部

Ｏ
Ｂ
会
に
も
、
同
期
の
各
大
学
の
リ
ー
ダ

ー
が
4
人
い
る
。
慶
大
に
2
人
、
早
大
の

応
援
部
に
1
人
、
連
絡
を
取
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
彼
は
文
武
両
道
を
兼
ね
、

凛
と
し
た
爽
や
か
さ
を
備
え
た
青
年
で

あ
る
。
今
年
の
東
大
野
球
部
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

（
石
原
長
夫　
記
）

左から 小川、 岩崎、 石原
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謹んでご冥福をお祈り
申し上げます。

◆訃報◆
こ
の
絵
は
、
海
城
学
園
の
美
術
の
先
生
を

し
て
い
た
故
利
根
山
光
人
先
生
が
我
々
「
昭

和
三 

一 

会
」
の
た
め
に
描
い
て
く
れ
た
貴
重
な

作
品
で
す
。
30
年
前
の
昭
和
56
年
に
、
三 

一 

会
の
集
ま
り
の
席
上
、
会
世
話
人
で
あ
っ
た
林

章
栄
君
が
元
美
術
部
員
だ
っ
た
関
係
も
あ
って
、

利
根
山
先
生
に
「
何
か
会
の
た
め
に
描
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾

く
だ
さ
り
、
そ
の
場
で
描
い
て
く
れ
た
作
品
で

す
。
会
場
に
あ
っ
た
記
帳
用
の
墨
を
持
って
き

て
、
割
り
箸
や
指
を
使
って
目
を
描
き
、
色

を
塗
り
、
さ
ら
に
指
に
つ
い
た
墨
を
振
り
つ
け

た
り
、
息
を
吹
き
か
け
る
な
ど
し
て
私
た
ち

の
目
の
前
で 

一 

気
に
描
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
先
生
が
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
時

で
し
た
。
会
で
披
露
し
た
後
、
林
君
が
預
かっ

て
家
に
持
ち
帰
り
、
額
装
し
て
保
管
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
世
話
人
の
多
く

が
故
人
と
な
って
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
た
び
こ
の
貴
重
な
作
品
は
学
園
に
置
く
の

が
最
も
相
応
し
い
と
、
小
生
に
託
さ
れ
た
の

で
す
。
今
は
理
事
長
室
に
保
管
し
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
生
徒
た
ち
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
な
飾
り
場
所
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

利
根
山
光
人
先
生
は
メ
キ
シ
コ
を
題
材
と
し

た
作
品
で
有
名
な
方
で
す
が
、
先
生
の
葬
儀

の
折
り
、
メ
キ
シ
コ
の
日
本
大
使
が
列
席
さ
れ

て
、
仏
前
で
涙
を
流
し
な
が
ら
惜
し
ん
で
お
ら

れ
た
の
が
印
象
に
残
って
い
ま
す
。
ま
た
利
根

山
先
生
は
河
原
孝
好
先
生
（
国
語
）
と
早
稲

田
大
学
の
同
期
生
で
し
た
。

（
昭
和
31
年
卒　
大
澤
英
夫　
記
）

30
年
前
の
利
根
山
光
人
氏
の
作
品

昭
和
三 

一 

会
の
お
宝　
学
園
に
寄
贈

9

池
田
先
生（      

）を
偲
ん
で

昭
和
25
年
卒

英
語
教
諭

池
田
健 
一 
先
生(

昭
和
25
年
卒)

が
今
年
２
月
16
日(

水)

に
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
池
田
先
生
は
大
久
保
の
海
城
中
学
校
・
高
等
学
校
で
英
語
の
教
諭
と
し

て
長
ら
く
活
躍
さ
れ
た
あ
と
、
那
須
高
原
海
城
中
学
校
・
高
等
学
校
で
校
長
補
佐

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
海
城
１
０
０
年
史
」
編
纂
で
は
中
心
的
な
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。
池
田
先
生
の
生
前
の
ご
恩
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

知
の
よ
う
に
と
に
か
く
真
っ
す
ぐ
な
方
で

し
た
。
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
最
初
は
随
分
個
性
の
強
い
先
生
だ

と
感
じ
ま
し
た
が
、
段
々
と
自
分
が
似
て

ゆ
く
の
に
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

徒
に
対
す
る
厳
し
さ
や
優
し
さ
は
特
別

で
し
た
。
北
海
道
日
高
で
の
修
学
旅
行

時
の
農
家
民
泊
計
画
に
は
最
初
か
ら
参

画
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
視
聴
覚
の

仕
事
も
教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
流

行
っ
た
教
員
同
士
で
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
は

常
に
同
じ
車
で
、
車
の
修
理
方
法
も
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、コ
ー
ヒ
ー

の
味
も
。
僕
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
を

失
って
し
ま
い
と
に
か
く
残
念
で
す
。

寮
生
に
と
っ
て
は「
父
親
」的
存
在

那
須
校
教
頭　
塩
田
顕
二
郎

池
田
先
生
は
１
９
９
７
年
4
月
か
ら

２
０
０
１
年
3
月
ま
で
那
須
高
原
海
城

中
高
で
寮
主
幹
・
校
長
補
佐
な
ど
を
歴

任
さ
れ
、
那
須
海
城
の
草
創
期
を
支
え
、

本
校
の
寮
教
育
の
礎
を
築
い
た
方
で
し

た
。寮

生
に
い
つ
も
笑
顔
で
優
し
く
接
す

る 

一 

方
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
かっ
た
寮
生

に
は
厳
し
く
叱
る
池
田
先
生
の
指
導
は
、

生
徒
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
寮
生
に
と
っ

て
は
ま
さ
に「
父
親
」で
し
た
。
葬
儀
に
は
、

多
く
の
卒
業
生
が
参
列
し
池
田
先
生
を

偲
び
ま
し
た
。

す
べ
て
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た

新
宿
校　
社
会
科
教
諭　
福
田
耕
司

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
皆
さ
ん
ご
存

演
奏
を
天
国
へ
響
か
せ
ま
す

　
福
島
羊 

一

40
年
ほ
ど
前
、
私
が
時
間
講
師
と
し

て
学
園
に
奉
職
し
た
時
以
来
、
真
面
目

一 

筋
で
少
々
怖
く
も
あ
っ
た
先
生
に
可

愛
が
ら
れ
（
お
そ
ら
く
心
配
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
）、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。
戦
後
の
学
園
に
「
ブ
ラ
ス
バン

ド
」
を
つ
く
ら
れ
、
そ
の
ご
指
導
に
あ

た
ら
れ
た
時
の
ご
苦
労
を
よ
く
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
「
ブ

ラ
ス
バン
ド
」
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
24
年
ほ
ど
前
、
大
き
く
形
を
変

え
て
「
吹
奏
楽
団
」
が
蘇
っ
た
時
、
本

当
に
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
へ

の
ご
恩
返
し
と
し
て
5
月
5
日
の
演
奏

は
思
い
き
り
天
国
へ
と
響
か
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。●

●

●

新
宿
校　

英
語
科
教
諭

吹
奏
楽
団
顧
問
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国公立大学 2011年4月15日現在

私立大学 2011年4月15日現在

平成23年度　大学入試結果

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

東京大学
前 33 後 1
合計  34

（現役 24、卒業生 10）

文Ⅰ 5 2 3
文Ⅱ 4 3 1
文Ⅲ 4 2 2
理Ⅰ 13 12 1
理Ⅱ 7 4 3
理Ⅲ 0 0 0
後期 ( 理Ⅲ除く ) 1 1 0

京都大学
合計 3

（現役 2、卒業生 1）

文 0 0 0
法 0 0 0
経済 0 0 0
教育 0 0 0
総合人間 1 0 1
理 0 0 0
工 1 1 0
医 0 0 0
薬 0 0 0
農 1 1 0

一橋大学
前 16    後 2 　
合計   18

（現役 11、卒業生 7）

法 3 0 3
経済 6 5 1
商 6 5 1
社会 3 1 2

東京工業大学
前 11  後 3 
合計   14 

（現役 10、卒業生 4）

第１類 2 1 1
第２類 1 1 0
第３類 2 2 0
第４類 4 4 0
第５類 3 1 2
第６類 1 0 1
第７類 1 1 0

北海道大 7 5 2
東北大 6 5 1
筑波大 6 3 5 3 1
群馬大 7 7 4 4 3 3
埼玉大 1 0 1
千葉大 8 2 5 2 3
電気通信大 1 0 1
東京医歯大 1 1 0 1 1
東京外大 4 2 2
東京学芸大 1 0 1
東京農工大 4 2 2
横浜国立大 8 2 6
新潟大 2 1 0 2 1
福井大 1 1 0 1 1
山梨大 1 1 0 1 1
信州大 2 2 2 2
大阪大 1 0 1
神戸大 1 1 0
高知大 1 1 0 1 1
九州大 1 0 1
長崎大 1 1 0 1 1
熊本大 1 1 0 1 1
国際教養大 1 0 1
首都大東京 6 5 1
横浜市立大 2 2 1 1 1 1
岐阜薬大 1 0 1
防衛医科大学校 8 8 2 2 6 6
国公立大学・大学校総計 153 31 86 12 67 19

学部 総数 医 現役 医 卒業生 医

早稲田大学
合計200
（現役110、卒業生90）

文 6 3 3
文化構想 13 8 5
法 29 12 17
政治経済 34 18 16
商 29 18 11
社会科学 10 2 8
教育 10 5 5
人間科学 7 3 4
国際教養 6 2 4
基幹理工 15 12 3
創造理工 13 13 0
先進理工 26 13 13
スポーツ科学 2 1 1

慶應義塾大学
合計137
（現役96、卒業生41）

文 5 5 0
法 16 9 7
総合政策 5 4 1
経済 34 23 11
商 28 18 10
理工 36 30 6
環境情報 4 4 0
医 1 1 0 1 1
薬 8 3 5

酪農学園大 1 1 0
自治医大 1 1 1 1 0
獨協医大 2 2 0 2 2
埼玉医大 1 1 1 1 0
文教大 1 1 0
明海大 1 1 0
日本薬大 1 1 0
帝京平成大 1 0 1
東京歯大 1 1 0
青山学院大 8 3 5
桜美林大 1 0 1
学習院大 7 4 3
北里大 4 1 2 2 1
杏林大 7 7 1 1 6 6
國學院大 6 1 5
国際基督教大 5 5 0
駒澤大 3 2 1
芝浦工大 6 5 1
順天堂大 14 13 7 6 7 7
上智大 44 33 11
昭和大 10 10 5 5 5 5
成蹊大 5 2 3
専修大 3 2 1
大正大 1 1 0
拓殖大 1 0 1
玉川大 1 1 0
中央大 72 36 36
帝京大 2 1 1 1 1
東海大 4 2 1 1 3 1
東京医大 3 3 1 1 2 2
東京慈恵会医大 6 6 2 2 4 4
東京電機大 2 0 2
東京都市大 2 0 2
東京農大 2 2 0
東京薬大 1 0 1
東京理大 88 59 29
東邦大 6 6 0 6 6
東洋大 1 0 1
日本大 17 5 7 1 10 4
日本医大 11 11 1 1 10 10
日本獣医生命大 1 0 1
法政大 15 10 5
星薬大 2 0 2
武蔵野音大 1 1 0
武蔵野大 2 2 0
明治大 103 63 40
明治薬大 1 0 1
明星大 1 0 1
立教大 32 14 18
立正大 1 0 1
麻布大 3 2 1
神奈川大 1 1 0
聖マリアンナ医大 4 4 2 2 2 2
愛知医大 1 1 0 1 1
同志社大 2 0 2
立命館大 7 5 2
関西大 2 2 0
関西学院大 2 2 0
兵庫医大 1 1 0 1 1
川崎医大 1 1 0 1 1
久留米大 1 1 0 1 1
立命館アジア大 1 0 1
私立大学総計 875 78 501 22 374 56

合格おめでとう！！
国公立大 計153人
私立大　 計875人
医学系　 計109人



永年会費を納入されている方にも、封入作業の都合で、会費の振込用紙が同封されていますが、悪しからずご了承ください。
11

海原会公式ホームページが新しくなりました！ 
http://www.unabarakai.jp ※リニューアル後も

　アドレスは変わりません。

日本を動かした海城の先人達 100人！

海原会公式ホームページをリニューアルいたしました。アイコ
ンはより大きくし、目的のページが分かりやすくなりました。
また、若い世代を中心に利用が急増しているスマートフォンか
らの閲覧にも配慮をするなど、従来以上に幅広い世代に参加
していただけるようにいたしました。

ひろばの欄を２種に分割しました。
「同期会・同窓会ひろばのページ」　にはクラスや学年の単位
での集まりやゴルフコンペなどの報告や開催告知、各会員様の消息
情報などをご投稿ください。

「クラブ・委員会ひろばのページ」　にはクラブや委員会のＯＢ
会単位での集まりやゴルフコンペなどの報告や開催告知をご投稿く
ださい。

ページの右上の投稿ボタンをクリックしていただくと投稿用のページ
が表示されます。そこに記事と写真(サイズ500KB以下を３枚まで)を
入れて投稿していただければ、ホームページ管理者の承認のうえアッ
プされます。一部の携帯電話からの投稿も文字情報のみ対応してい
ます。

住所変更などの連絡のほか、海原会に関するご意見や活動内容に
関すること、その他問い合せは、ここを利用してください。ひろば欄に
直接アップしたくない情報やお知らせなどは、ここを通じて連絡くださ
れば適宜対応します。お気軽にご利用ください。

ここをクリック
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昭
54　
木
村　
和
史

（
五
万
円
）

平
15　
分
須　
広
樹

平
21　
山
本　
浩
之

昭
56　
東
海
林
尊
信

平
20　
尾
池　
泰
彰

平
1　
畠
中　
淳
一

平
22　
松
崎　
祐
太

平
22　
星
野　
知
大

昭
29　
大
塚　
昌
徳

（
追
加
五
千
円
）

平
18　
星
野　
勇
樹

昭
39　
原　
　
尚
士

昭
30　
三
ツ
村
義
之

（
追
加
一
万
円
）

昭
59　
富
永　
秀
樹

平
22　
岸
田　
淳
忠

平
21　
芳
賀　
篤
拓

昭
46　
関　
　
毅
彦

昭
41　
生
田　
　
勉

平
21　
四
宮　
直
記

平
16　
佐
治
慎
太
郎

平
19　
石
倉　
雅
治

平
18　
小
林　
宗
嵩

昭
13　
池
野　
輝
夫

（
追
加
一
万
円
）

昭
60　
矢
野　
　
務

昭
54　
藤
本　
継
之

昭
49　
若
色　
隆
司

（
五
万
円
）

平
3　
西
山　
智
武

永
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

寄
付
昭
54
年
卒　
高
橋　

  

信　
（
五
十
万
円
）

昭
34　
立
澤　
　
清

平
21　
白
濱　
妥
知

（
五
万
円
）

平
8　
大
関　
祐
貴

昭
33　
谷
口　
　
賢

平
22　
山
本　
　
遼

平
20　
林　
　
雅
也

平
18　
戸
枝　
博
和

（
三
万
三
三
三
三
円
）

平
20　
村
瀬　
　
啓

平
13　
藤
崎　
智
彦

昭
31　
秦　
　
宗
男

昭
7　
湯
沢　
寛
尚

平
1　
葛
西　
孝
彦

平
14　
匿
名
希
望

（
五
万
円
）

昭
53　
仲
谷　
善
彰

平
7　
鈴
木　
恭
輔

昭
30　
滝
元　
和
夫

（
七
万
円
）

平
10　
紺
野　
達
也

昭
53　
本
松　
雅
彦

昭
25　
大
山　
　
節

（
五
万
円
）

昭
11　
亀
井　
　
太

昭
62　
堀　
　
直
久

平
13　
西
村　
　
太

平
22　
西
川　
真
人

（　
　
　
　
　
　
　

）

平
成
22
年
5
月
か
ら

平
成
23
年
2
月
ま
で

（
受
領
日
順
）

※注 【会報バックナンバー閲覧】 会報のバックナンバー閲覧につき
ましては、セキュリティ強化のため、パスワードを設定しました。
ユーザー名はkaihouです。パスワードは2011年５月14日まで

「okubo:361」、2011年５月15日からは「k:2011s」になります。

【投稿フォームのページ】

【お問合せのページ】
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◎
今
年
か
ら
会
報
を
年
2
回

お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 一 

回
目
は
海
原
総
会

に
向
け
て
皆
さ
ま
の
様
々
な

活
動
を
報
告
し
ま
す
。二
回

目
は
総
会
や
秋
の
イ
ベン
ト
な

ど
を
ま
と
め
て
年
末
に
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。

◎
今
回
初
め
て「
お
知
ら
せ
／

掲
示
板
」ペ
ー
ジ
を
設
け
て
み

ま
し
た
。発
行
時
期
と
掲
載

内
容
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り

ま
す
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連

動
し
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。会
員
の
交
流
促

進
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

（
西
）

編集担当

小
川
晴
望
（
Ｓ
26
）

山
本
満
男
（
Ｓ
27
）

片
山
忠
美
（
Ｓ
28
）

石
原
長
夫
（
Ｓ
33
）

安
藤　

浩
（
Ｓ
34
）

北
村　

隆
（
Ｓ
40
）

小
西
洋
也
（
Ｓ
41
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

編
集
後
記

昭和31年卒 村上勲さんが参加者を募って

おります。4ページの同期会報告をご覧くださ

い。

■大貫金吾先生先導           による富士登山

今秋を目途に、海原会「ゴルフの集い」を企画しています。関
東周辺で平日のプレーを前提に考えていますが、大会の規模
を検討するために参加希望者の人数を事前に把握できれば
と思っております。
参加を希望される方は、お名前、卒業年度、連絡先（住所、
電話、ファックス、メールアドレス）を事前にお知らせください。
後日 詳細決定次第 連絡を頂いた皆さまにご案内いたします。
連絡先 海原会事務局	 メール 	unabara@kaijo.ed.jp 		  Fax 	 03-3209-6990（ゴルフの集い世話人 Ｓ34年卒  安藤　浩）　

■懇親ゴルフの集い

海城高校から明治学院大学へ進学。大学在学中に俳優座養成所に
入り役者人生をスタートさせ、今も現役バリバリで活躍中の溝口舜亮君
がこのほど劇団ユビキタス・アジェンダを立ち上げました。溝口君の台
本・演出・出演での旗揚げ公演が4月にありましたが、賛助会員を募集

しています。皆様、どうか海城学園昭和36年卒の星を応援していただ
けませんでしょうか！      　　　　　　　　   （杉山紘千佳　記）●劇団ユビキタス・アジェンダ　	 ＵＲＬ  	 http://www.ubiquitous-m.co.jp/　	 電話 	 03-5318-9156 	 FAX 	 03-5318-9157　	 メール 	 ticket@ubiquitous-m.co.jp

■昭和36年卒の星を応援してください

昭和５６年卒３年６組（担任河野先生）では、海城高校卒業３０年を記念して

同窓会（クラス会）を企画しました。今年６月の実施を目標に準備を進めてい

るのですが、以下の同窓生は連絡先不明のため、案内を送ることができませ

ん。連絡先をご存じの方は、海原会ホームページの「お問合わせ」フォームに

て、是非ご一報下さい。                                
           （内田玄司　記）

国府谷貴之、塩野俊介、萩原一郎、日比野敦、武良功一郎、村田玲、森田徹

（敬称略）

■《情報求む》同窓生の連絡先を教えて下さい 

（財）三笠保存会の常務理事を務める石川達也氏（昭和25年卒）から

復元50周年の記念行事の案内を頂きました。

●日時　平成23年5月27日（金）午後1時30分～2時40分

●場所　記念艦「三笠」 京急線「横須賀中央」駅下車徒歩15分

　当日は無料開放しますとのことです。

　その他詳しくは　三笠保存会  電話 046-822-5225

　　　　　http://www.kinenkan-mikasa.or.jp にお尋ねください

■戦艦「三笠」復元50周年記念式典 お知らせ/
掲示板

ＰＴＡ奨学金制度の学園側窓口をしている木村直毅庶務渉外

部部長（数学科教諭）からのお願いです。最近同奨学金制度の

利用希望者が増えていますが、過去の利用者からの返済が滞り

運営が難しい状況になっています。在学中貸与を受けながら、卒

業後忘れている先輩方、ぜひ後輩たちのために速やかな返済を

お願いします。

今号8ページの「海城人」で紹介している東大野球部主将岩崎

脩平君（平成20年卒）が出場する六大学春のリーグ戦の残り試

合予定です。東大野球部には4人の海城出身者がいるそうです。

「皆さんの応援が力になります」とのメッセージを頂いています。

神宮球場	 5月 7日（土）	 東大×明治	（第二試合）

	 5月 8日（日）	 明治×東大	（第一試合）

	 5月21日（土）	 立大×東大	（第二試合）

	 5月22日（日）	 東大×立大	（第一試合）

■奨学金返済お願い

■応援待ってます




